
◇教員育成指標
校長及び教員（以下「教員等」）が常に学び続け、資質能力を向上させるためのキャリア 
ステージ各段階で身に付ける資質能力の目安 

※校長及び教員の範囲は、校長、教頭、主幹教諭、教諭、養護教諭、栄養教諭、臨時的・任期付 
任用教員
◇活用場面                          
＜校 長＞・所属教員の資質向上を目指した指導助言、研修の受講奨励 

・校長育成指標に基づく自己研鑽 
＜教 員＞キャリアステージでの自己診断と新たな目標設定、研修の意欲付け 

 ＜教育委員会＞教員の採用、研修計画の拠り所 
◇ステージの区切り 
教員育成指標…４つの成長段階  
① 着任時…教員としての歩みを始める時期（教員採用前） 
② 基礎期…教員としての基礎を確立する時期（初任～中堅教諭等資質向上研修）まで 
③ 充実期…中堅教員として、学校運営の中核を担う時期（中堅教諭等資質向上研修後～） 
④ 深化期…自己の専門性（管理者としての専門性を含む）の更なる向上と若手・中堅教員への

指導の時期 
◇指標の内容

【教員育成指標】 

静岡市教員育成指標の基本的な考え方          

〈目指す子どもたちの姿〉(*第３期静岡市教育振興基本計画)

静岡市の教師：教育にひたむきな教師
目指す教師像
◇教育への熱意、使命感をもち、生涯を通じて学び続ける教師 
◇子ども一人一人の学びを最大限引き出し、子どもの主体的な学びを支援する教師 
◇人とつながる人間関係調整力をもった教師 

教員育成指標 

素養 ○教育的愛情、人権意識、倫理観、責任感、コミュニケーション力、想像力、人間性 
○学び続けようとする力  

    〇マネジメント力（連携・協働、組織マネジメント、危機管理）

たくましく しなやかな子どもたち
① 知識・技能のほか、柔軟に対応できる総合的な学力、豊かな心・感性、健やかな体を備えた 
子どもたち 

② いつでも、どこでも、どんな状況でも、自ら考え、主体的に行動することができる子どもたち 
③ 困難なことがあっても、チャレンジ精神を持ち、粘り強く立ち向かう力を発揮する子どもたち 
④ 自分の良さや可能性を認識しつつ、夢や希望に向かって努力し、豊かな未来を切り拓いていく 
子どもたち 

⑤ 多様な視点で物事を捉え、他人の考えを尊重し、協力し合いながら問題解決ができる子どもたち 
⑥ 静岡市民として、地域社会や世界で活躍するグローカルな視野・視点を持った子どもたち 

特別な配慮や 
支援を必要とする 
子どもへの対応

ＩＣＴや情報・ 
教育データの 
利活用 

学習指導 
○授業構想  
○授業展開 
○評価と改善

生徒指導 
○子ども理解 
○集団づくり 
(学級経営)

注１）「特別な配慮や支援を必要とする子どもへの対応」は、「学習指導」「生徒指導」を個別最適に行うものとして位置付け

注２）「ICTや情報・教育データの利活用」は、「学習指導」「生徒指導」「特別な配慮や支援を必要とする子どもへの対応」をより効果的に行うための手
段として位置付け

注１ 注２



静岡市【校長】育成指標          
＜静岡市が目指す校長像＞ 

時代の変化を的確に捉え、多様な他者と協働しながら、未来を見据えた学校経営ができる人 

学校組織のリーダーとしての素養 
マネジメント能力   アセスメント能力   ファシリテーション能力

校長の役割 資質能力

学校経営ビジョン 
の構築と実行

□実態把握と分析力  
・学校内外の実態（児童生徒の学習・生活、保護者・地域から 
の期待、教職員（力量）・校内環境等）を把握し、学校経営に 
おける強みと課題を把握する。 
□教育施策等の理解を基にした企画力  
・社会の動向、国や市の教育施策及び学校の実態を踏まえ、 
 学校経営ビジョンを構築する。 
□検証と改善力 
・学校教育目標の実現状況や教育課程の実施状況を確認・分析 
し、改善方針を立案し実施する。 

組織づくりと 
管理運営

□人材育成力 
・教職員一人一人の資質能力やキャリア段階を的確に把握し、
指導・助言を行うと共に、教職員の能力や適性、課題意識や
将来展望に応じた分掌配置を行う。 
・より質の高い教育活動を実現するため、教職員が意欲的に新 
たな指導方法等を学び続けることができる体制を構築する。 
□危機管理力 
・安心・安全な環境づくりに取り組み、リスクマネジメントを 
徹底する。 
・服務監督者としての自覚をもち、教職員の倫理観を高めると 
 共に、信用失墜行為の根絶を推進する。 
□働き方改革の推進力 
・「学校における働き方改革プラン」に基づき、教職員が心身 
ともに健康を維持し、教育の質を高め、児童生徒の資質・能 
力の向上を図ることができる環境を整える。 

地域連携、学校内外との
コミュニケーション

□合意形成力 
・学校経営ビジョンを学校内外（児童生徒・教職員・中学校区 
の小中学校・保護者・地域等）と共有し、実施を図る。 
□教育資源の活用力  
・コミュニティー・スクール等を通して、学校と地域の連携及 
 び協働の取組を推進し、組織的かつ計画的に教育活動の質の 
向上を図る。 



【教諭等】教員育成指標

□

□ 教育を取り巻く課題を前向きに受け止め、自律的・継続的に学び続けようとする。
□ 学習指導要領を理解し、基礎
的な指導法を身に付け、指導
計画に従い実践しようとして
いる。

□ 学習指導要領に沿って育成を
目指す資質・能力を明確に
し、単元や題材などの内容や
時間のまとまりの中で資質・
能力を育成する授業を行って
いる。

□ 深い教材研究に基づく専門性
の高い授業を行っている。

□ 専門性を更に高め、学習指導
における強みを生かしてい
る。

□ 子ども理解を生かし、他の教
員と協働しながら、「個別最
適な学び」と「協働的な学
び」を一体的に充実させ、
「主体的・対話的で深い学
び」の実現に向け、学習者中
心の授業を行っている。

□ 他の教員と協働した授業研究
を行ったり、若手教員に授業
改善の助言や模範授業を行っ
たりしている。

□ 高い専門性を生かして、他の
教員と協働した授業研究を
行ったり、若手や中堅教員に
授業改善の助言・指導や模範
授業を行ったりしている。

□ カリキュラム･マネジメントの
視点に立ち、教科等横断的に
授業を組み立て、学校の実態
に応じて改善しようとしてい
る。

□ 学校全体の教育活動を俯瞰
し、学校の教育活動全般に対
して必要な助言を行ってい
る。

□ 子どもの多様性を理解し、一
人一人とつながりをつくろう
としている。

□ 子どもの実態と背景の把握を
もとに、個に応じた指導を行
い、子どもとの信頼関係を築
いている。

□ 学年や学級の活動を通して、
子どもが生き方についての考
え方を深めていくことができ
るように、計画的･継続的な指
導を行っている。

□ 経験から醸し出される言葉が
けや相談、見届け指導を行
い、子どもの自己実現を全面
的に後押ししている。

□ 子ども一人一人の可能性や活
躍の場を引き出す集団づくり
（学級経営）を行っている。

□ 子ども理解や集団づくり（学
級経営）に関して、若手や中
堅教員に専門性の高い助言を
行っている。

〇特性の理解
〇支援の工夫

□ インクルーシブ教育の理念を
踏まえ、特別な支援を要する
子どもの対応に関する基本的
な知識を身に付けている。

□ 障害の特性を理解し、教室環
境や授業形態を工夫するな
ど、一人一人の教育的ニーズ
に応じたきめ細かな指導を
行っている。

□ 特別な配慮や支援を要する子
どもへの合理的配慮及びその
基礎となる環境整備につい
て、計画的・組織的に対応し
ている。

□ 必要な配慮や支援の種類に応
じて自ら模範となって対応
し、個別の教育支援計画及び
個別の指導計画等の作成と実
行をリードしている。

□ 学校におけるＩＣＴ活用の意
義を理解している。

□
□

□
□

□ 教職員、家庭、地域との連
携・協働の意義を理解してい
る。

□ 保護者や地域への発信、協働
を通して信頼関係を築いてい
る。

□ 学年行事・学校行事等で、教
職員や保護者、地域と連携・
協働した企画を推進してい
る。

□ 地域や他校・他機関と協働し
た企画を広い視野で推進して
いる。

□ 教職員や保護者と協力しなが
ら組織的・継続的に教育活動
を行っている。

□ 地域・保護者の思いを受け止
めながら、関係機関と連携
し、学校体制で計画的に教育
活動を行っている。

□ 関係機関と連携を深め、保護
者・地域を巻き込み、学校体
制で、計画的・組織的に教育
活動を行っている。

 組織マネジメント

□ 教育公務員としての自覚を持
ち、組織の一員として自らの
役割を果たそうとしている。

□ 担当学年・学級や分掌の業務
についてＰＤＣＡサイクルに
基づいて実践し、組織の中で
の自分の役割を果たしてい
る。

□ 担当学年や分掌の主任等とし
ての業務について、同僚との
合意形成を図り、計画的･組織
的に職務を推進している。

□ 現状と教育資源の分析をもと
に、校内外人材の適材適所で
の活用や地域との協働により
効果を上げている。

 危機管理

□ 教室内外の安全管理について
理解し、適切に対応しようと
している。

□ 教室内外の安全管理を適切に
行っている。

□ 学校全体のリスクマネジメン
ト（危機回避）とクライシス
マネジメント（危機対応）を
意識して取り組んでいる。

□ リスクマネジメントとクライ
シスマネジメントに関する実
施体制の主管と指導を行って
いる。

静岡市が目指す
教師の姿

教育にひたむきな教師
・教育への熱意、使命感をもち、生涯を通じて学び続ける教師
・子ども一人一人の学びを最大限引き出し、子どもの主体的な学びを支援する教師
・人とつながる人間関係調整力をもった教師

          ステージ

 資質能力

着任時（採用前） 基礎期（初任～中堅研） 充実期 深化期

教員としての歩みを
始める時期

教員としての
基礎を確立する時期

中堅教員として、
学校運営の中核を担う時期

自己の専門性（管理者としての専
門性を含む）の更なる向上と若
手・中堅教員への指導の時期

    素養
「たくましく しなやかな子どもたち」を育成するために、教育的愛情、人権意識、倫理観と責任感をもち、コミュニケーション力、
想像力を働かせて人間性を磨いている。
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特
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学
習
指
導

〇授業構想
〇授業展開
〇評価と改善

生
徒
指
導

〇子ども理解
〇集団づくり
 （学級経営）

〇ＩＣＴ活用
〇情報活用能力
〇教育データの
 利活用

授業においてＩＣＴ機器を効果的に活用している。
校務においてＩＣＴ機器を効果的に活用している。

子どもの情報活用能力（情報モラルを含む）を育成する指導を行っている。
様々な教育データを蓄積・分析・利活用し、子ども一人一人に応じたきめ細かい指導・支援に生かし
ている。

〇マネジメント

 連携・協働
ファシリテーション



【養護教員】教員育成指標

□

□ 教育を取り巻く課題を前向きに受け止め、自律的・継続的に学び続けようとする。
□
□ 健康課題の解決に向け、保護
者や地域と協働・連携した保
健管理を推進する。

□ 健康課題に適切に対応するた
め、専門性を発揮し、校内外
の指導的役割を果たす。

□ 学習指導要領・教育課程を理
解し、児童生徒の実態に応じ
た保健教育の必要性を理解し
ている。

□ 学級担任・教科担任等と連携
して養護教諭の専門性を生か
した保健教育に参画・実践し
ようとしている。

□ 保健教育について計画・実
践・評価し、効果的・組織的
に推進する。

□ 保健教育の推進にあたり、地
域や他の専門機関と連携した
取組を行い、教職員に助言を
行う。

□
□

□

学校保健安全法による健康相
談・教育職員免許法による健
康相談活動の位置付け及び内
容を理解している。
ヘルスアセスメントの基礎を
理解している。

□ 発達障害、慢性疾患等、配慮
を必要とする子どもの実態と
背景の把握をもとに、保護者
や他の教職員と協力しながら
個に応じたアセスメント・対
応ができる。

□

□

本人・保護者の思いを受け止
めながら、地域・関係機関と
連携し、健康相談・健康相談
活動を実施する。
配慮を要する子どもの個別の
指導計画等の作成に参画す
る。

□ 保護者・地域・関係機関と連
携し、学校体制で、計画的・
組織的な対応を行うにあた
り、コーディネーター的役割
を果たす。

〇保健室経営

□

□

養護教員の役割、保健室の機
能に関する基礎的知識を身に
就けている。
課題解決型の保健室経営計画
の必要性を理解している。

□ 学校教育目標、学校保健目標
の具現化のための保健室経営
計画を立て、校内で共有し、
計画的・組織的に実施する。

□ 保健室経営計画について、実
践を充実させ、効果的な保健
室経営を推進する。

□ 学校運営に参画し、効果的・
組織的に保健室経営を推進す
る。

〇保健組織活動
□ 保健組織活動の意義と学校・
家庭・地域等の協力・連携の
重要性を理解している。

□ 保健組織活動の企画・運営に
積極的に取り組む。

□ 保健組織活動が効果的に実践
できるよう内容の工夫改善を
図る。

□ 地域や他校・他機関と協働し
た企画を広い視野で推進す
る。

□ 子どもの多様性を理解し、一
人一人とつながりをつくろう
としている。

□ 子どもの実態と背景の把握を
もとに、個に応じた指導を行
い、子どもとの信頼関係を築
いている。

□ 組織の一員として、子どもが
生き方についての考え方を深
めていくことができるよう
に、計画的･継続的な指導を
行っている。

□ 経験から醸し出される言葉が
けや相談、見届け指導を行
い、子どもの自己実現を全面
的に後押ししている。

□ 子ども理解に関して、若手や
中堅教員に専門性の高い助言
を行っている。

〇特性の理解
〇支援の工夫

□ インクルーシブ教育の理念を
踏まえ、特別な支援を要する
子どもの対応に関する基本的
な知識を身に付けている。

□ 障害の特性を理解し、一人一
人の教育的ニーズに応じたき
め細かな指導を行っている。

□ 特別な配慮や支援を要する子
どもへの合理的配慮及びその
基礎となる環境整備につい
て、計画的・組織的に対応し
ている。

□ 必要な配慮や支援の種類に応
じて自ら模範となって対応
し、個別の教育支援計画及び
個別の指導計画等の作成に参
画し実行をリードしている。

□ 学校におけるＩＣＴ活用の意
義を理解している。

□
□
□
□

□ 教職員、家庭、地域との連
携・協働の意義を理解してい
る。

□ 保護者や地域への発信、協働
を通して信頼関係を築いてい
る。

□ 学年行事・学校行事等で、教
職員や保護者、地域と連携・
協働した企画を推進してい
る。

□ 地域や他校・他機関と協働し
た企画を広い視野で推進して
いる。

□ 教職員や保護者と協力しなが
ら組織的・継続的に教育活動
を行っている。

□ 地域・保護者の思いを受け止
めながら、関係機関と連携
し、学校体制で計画的に教育
活動を行っている。

□ 関係機関と連携を深め、保護
者・地域を巻き込み、学校体
制で、計画的・組織的に教育
活動を行っている。

 組織マネジメント

□ 教育公務員としての自覚を持
ち、組織の一員として自らの
役割を果たそうとしている。

□ 養護教諭の職務についてＰＤ
ＣＡサイクルに基づいて実践
し、組織の中での自分の役割
を果たしている。

□ 養護教諭の職務について、同
僚との合意形成を図り、計画
的･組織的に職務を推進して
いる。

□ 現状と教育資源の分析をもと
に、校内外人材の適材適所で
の活用や地域との協働により
効果を上げている。

 危機管理

□ 教室内外の安全管理について
理解し、適切に対応しようと
している。

□ 教室内外の安全管理を適切に
行っている。

□ 学校全体のリスクマネジメン
ト（危機回避）とクライシス
マネジメント（危機対応）を
意識して取り組んでいる。

□ リスクマネジメントとクライ
シスマネジメントに関する実
施体制の主管と指導を行って
いる。

静岡市が目指す
教師の姿

教育にひたむきな教師
・教育への熱意、使命感をもち、生涯を通じて学び続ける教師
・子ども一人一人の学びを最大限引き出し、子どもの主体的な学びを支援する教師
・人とつながる人間関係調整力をもった教師

          ステージ

 資質能力

着任時（採用前） 基礎期（初任～中堅研） 充実期 深化期

教員としての歩みを
始める時期

教員としての
基礎を確立する時期

中堅教員として、
学校運営の中核を担う時期

〇保健教育
（教科保健教育・教
科外の保健教育）

子どもの実態に応じた個別の保健教育を実施する。

〇健康相談・健康相
談活動

□ 心身相関の視点から、ヘルスアセスメントに応じた的確な判断・対応ができる。

自己の専門性（管理者としての専
門性を含む）の更なる向上と若
手・中堅教員への指導の時期

    素養
「たくましく しなやかな子どもたち」を育成するために、教育的愛情、人権意識、倫理観と責任感をもち、コミュニケーション力、
想像力を働かせて人間性を磨いている。

I
C
T
や
情
報
・
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用

特
別
な
配
慮
や
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
へ
の
対
応

養
護
実
践

〇保健管理

□ 学校保健安全法を基に、健康
診断や救急処置、疾病予防、
健康観察等の基礎的知識を身
に付けている。

□

授業においてＩＣＴ機器を効果的に活用している。
校務においてＩＣＴ機器を効果的に活用している。
子どもの情報活用能力（情報モラルを含む）を育成する指導を行っている。
様々な教育データを蓄積・分析・利活用し、子ども一人一人に応じたきめ細かい指導・支援に生かし
ている。

児童生徒の実態や健康課題を
把握し、発達段階や個に応じ
て適切に対応する。

緊急時に備えた救急体制を整備し、教職員への周知と啓発を行う。

□ 救急処置や疾病予防等、的確に迅速に行うことができる。

〇マネジメント

 連携・協働
ファシリテーション

生
徒
指
導

〇子ども理解

〇ＩＣＴ活用
〇情報活用能力
〇教育データの
 利活用



【栄養教諭等】教員育成指標

□

□ 教育を取り巻く課題を前向きに受け止め、自律的・継続的に学び続けようとする。
□ 学校給食の役割や適切な栄養
管理について理解している。

□ 学校給食摂取基準に基づき、
食品構成や食育の観点を考慮
しながら地場産物を活用した
献立を作成する。

□ 子どもや地域の健康課題等を
把握して適切な栄養管理を行
うとともに、関係者への積極
的な情報提供を行う。

□ 適切な栄養管理、献立作成、
調理、配食等について、高度
な専門知識を生かして指導的
な役割を果たす。

□ 衛生管理の基礎・基本や重要
性について、関連法規及び科
学的根拠と紐付けて理解して
いる。

□ 学校給食衛生管理基準に基づ
き、安全や衛生に配慮した環
境整備を行うとともに課題に
ついて適切な提案を行う。

□ 施設に応じた衛生管理につい
て調理員や教職員へ指導・助
言を行うなど、組織的な危機
管理体制の整備を進める。

□ 衛生管理に関する豊富な経験
と高度な知識を生かし、地域
の指導的役割を果たす。

食
に
関
す
る
指
導

〇授業構想
〇授業展開
〇評価と改善

□ 食育に関する基礎的な知識を
身に付け、食に関する指導の
全体計画の立案に参画しよう
としている。

□ 子どもの実態や食に関する指
導の全体計画をもとに、学習
指導要領に沿い、担当者(担任
等)と連携しながら専門性を生
かした指導を行う。

□ 学習指導要領、食育の視点、
給食献立を関連付けながら、
学校教育活動全体を通して専
門性の高い指導を、計画的、
継続的に行う。

□

□

若手や中堅職員に授業改善の
助言・指導や模範授業を行
う。
校内の食育推進委員会の一員
として、学校全体の教育活動
を俯瞰し、学校の教育活動に
対して食指導の観点から必要
な助言を行う。

□ 栄養相談の基本的なプロセス
に関する栄養学等の専門知識
やスキルを身に付けている。

□ 子どもの食に関する健康課題
に責任を有する立場であるこ
とを自覚し、教職員と連携
し、保護者に対する助言や支
援を行い、子どもの食に関す
る個別の事情に応じた相談指
導を行う。

□ 教職員、保護者と連携し、子
どもの食に関する健康課題や
発達段階に応じた相談指導を
積極的に行う。また、関係機
関との連携・調整を行う。

□ 子どもの食に関する健康課題
について、効果的な個別指導
を工夫・改善するとともに若
手や中堅職員に栄養学等の専
門性の高い助言を行う。

□ 現代社会のおける子どもの特
徴や子どもの多様性を理解し
ている。

□ 子どもの実態と背景を把握
し、保護者や他の教職員と情
報共有しながら、個に応じた
指導を組織的・継続的に行
う。

□ 子どもが生涯にわたって健や
かに生きるための基礎を身に
付けることができるように、
計画的・継続的な指導を行
う。

□ 経験から醸し出される言葉が
けや相談、見届け指導を行
い、子どもの自己実現を全面
的に後押しする。

〇特性の理解
〇支援の工夫

□ インクルーシブ教育の理念を
踏まえ、栄養士として特別な
支援を要する子どもの対応に
関する、基本的な知識を身に
付けている。

□ 障害の特性を理解し、特別な
配慮や支援を要する子どもへ
の合理的配慮及びその基礎と
なる環境整備について、組織
の一員として対応している。

□ 障害の特性を理解した上で、
その対応について、若手や中
堅職員に専門的な助言を行
う。

□ 障害の特性を理解し、保護者
や他の教職員と情報共有しな
がら、給食提供の上で可能な
限りニーズに応じる工夫を
行っている。

□ 学校におけるICT活用の意義
を理解している。

□
□

□
□

□ 教職員、家庭、地域との連
携・協働の意義を理解してい
る。

□ 保護者や地域への発信、協働
を通して信頼関係を築いてい
る。

□ 学年行事・学校行事等で、教
職員や保護者、地域と連携・
協働した企画を推進してい
る。

□ 地域や他校・他機関と協働し
た企画を広い視野で推進して
いる。

□ 教職員、保護者と協力しなが
ら組織的・継続的に教育活動
を行っている。

□ 地域・保護者の思いを受け止
めながら、関係機関と連携
し、学校体制で計画的に教育
活動を行っている。

□ 関係機関と連携を深め、保護
者・地域を巻き込み、学校体
制で、計画的・組織的に教育
活動を行っている。

 組織マネジメント

□ 教育公務員としての自覚を持
ち、組織の一員として報告・
連絡・相談を行い、行動しよ
うとする。

□ 分掌の業務についてPDCAサ
イクルに基づいて実践し、子
どもを成長させている。

□ 分掌の主任等としての業務に
ついて、同僚との合意形成を
図り、計画的・組織的に職務
を推進する。

□ 現状と教育資源の分析をもと
に、校内外人材の適材適所で
の活用や地域との協働により
効果を上げている。

 危機管理

□ 調理室内の安全管理について
理解し、適切に対応しようと
する。

□ 調理室内外の安全管理を適切
に行う。

□ 学校全体のリスクマネジメン
ト（危機回避）とクライシス
マネジメント（危機対応）を
意識して取り組む。

□ リスクマネジメントとクライ
シスマネジメントに関する実
施体制の主管と指導を行う。

※栄養教諭等…学校栄養職員・栄養教諭

静岡市が目指す
教師の姿

教育にひたむきな教師
・教育への熱意、使命感をもち、生涯を通じて学び続ける教師
・子ども一人一人の学びを最大限引き出し、子どもの主体的な学びを支援する教師
・人とつながる人間関係調整力をもった教師

          ステージ

 資質能力

着任時（採用前） 基礎期（初任～中堅研） 充実期 深化期

教員としての歩みを
始める時期

教員としての
基礎を確立する時期

中堅教員として、
学校運営の中核を担う時期

自己の専門性（管理者としての専
門性を含む）の更なる向上と若
手・中堅教員への指導の時期

    素養
「たくましく しなやかな子どもたち」を育成するために、教育的愛情、胆力、人権意識、倫理観と責任感をもち、コミュニケーション
力、想像力を働かせて人間性を磨いている。

I
C
T
や
情
報
・
教
育
デ
ー
タ
の
利
活
用

特
別
な
配
慮
や
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
へ
の
対
応

学
校
給
食
管
理

〇栄養管理
(生きた教材の作成)
〇衛生管理

生
徒
指
導

〇個別的な相談
 指導
〇子ども理解

〇ＩＣＴ活用
〇情報活用能力
〇教育データの
 利活用

授業においてICT機器を効果的に活用している。
校務においてICT危機を効果的に活用している。

子どもの情報活用能力（情報モラルを含む）を育成する指導を行っている。
さまざまな教育データを蓄積・分析・利活用し、子ども一人一人に応じたきめ細かい指導・支援に生
かしている。

〇マネジメント

 連携・協働
ファシリテーション



静岡市事務職員育成指標と事務職員研修

静岡市事務職員育成指標

□

□

法令根拠に基
づいた実務を
習得する。

□ 業務の結果をフィード
バックし、知識を増や
す。

□ 先輩からの指導助言を
自校の具体的な業務の
改善に積極的に役立て
ている。

□ 専門性を生かし、室員の指
導・育成を行っている。

□ 調整担当・チームリー
ダ等の指導・育成を
行っている。

□ 室の中核となる事務職
員の指導・育成を行
う。

〇ICT活用
〇データの利活用

□ 学校における
ICT活用の意
義を理解して
いる。

□
□

〇マネジメント

　情報収集・発信

　組織マネジメント
□

　危機管理

□

□

□

□

□

□□

□□

□□

学校をとりまく課題に対し、室運営の在り方を考え、リー
ダーとして解決に向けて継続的かつ計画的に取り組んでい
る。

I
C
T
や
情
報
・
デ
ー
タ
の
利
活
用

新
た
な
教
育
課
題
へ
の
対
応

学
校
事
務
遂
行

〇財務管理
〇人事管理
〇計画的推進

            （職名）

静岡市が目指す
事務職員の姿

           ステージ

教育の質を高める教育事務を創造し、実践する事務職員

・教育への理解、使命感をもち、生涯を通じて学び続ける事務職員
・積極的に学校経営に参画し、子どもの主体的な学びを支援する事務職員
・人とつながる人間関係調整力をもった事務職員
着任時

新規採用
共同学校事務室長
兼統括事務主幹事務主幹

深化期充実期

事務主査主任主事主事

基礎期（初任～　）

□

□

□

□

□

構成校における財務マ
ネジメントを把握し、
課題に対応している。

室員一人一人の資質能
力やキャリア段階を的
確に把握し、室員が意
欲的に学校経営参画に
取り組める体制を整え
る。

教職員との円
滑なコミュニ
ケーションを
図り、教育活
動を理解して
いる。

学校教育目標の達成に
向け、他職種と協働し
ながら、自分の役割を
果たしている。

学校評価から、校内の
事務主任の立場で積極
的に工夫・改善に取り
組んでいる。

□

リーダーとして、構成
校の課題を把握し、専
門的な視点から指導や
助言を行い、課題解決
を図っている。

客観的な情報やデータ
から教育事務に関する
課題を整理し、課題解
決に向けた改善方針を
立案し実施する。

□

□

□

□ □

□

室における担当業務に
必要な専門知識・技術
を習得する。

室における役割を理解
し、担当として積極的
に取り組んでいる。

資質能力

教育を取り巻く課題を前向きに受け止め、自律的・継続的に学び続けようとする。

セルフマネジメント 戦略マネジメント組織マネジメント

校務においてICT機器を効果的に活用している。
ICT機器に関する知識・理解を深め、子どもの学習環境等の整備に生かしている。

保護者、地域
等からの意見
や問い合わせ
に対して誠意
をもって対応
している。

校内の運営委員会等で各主任との円滑な連絡調整を
図り、積極的に学校運営に参画している。

校内の運営委員会、学校運営協議会等において情報を発信
するとともに、保護者、地域等からの情報を積極的に収集
し、学校経営参画に生かしている。

教育振興基本計画の実
現に向け、教育委員
会、校長会等とともに
静岡市の教育を担う教
育事務を展開する。

　家庭・地域との連
　携・協働 室の課題や構成校における学

校運営上の課題について、他
職種と協働し業務改善を行っ
ている。

□

□

□

□

□業務に必要な知識や情
報を積極的に習得す
る。

事務局等関係機関から
の情報収集を的確に行
い、校内の業務を円滑
に行っている。

素　　養

「たくましく しなやかな子どもたち」を育成するために、教育的愛情、人権意識、倫理観と責任感をもち、コミュニケーション力、想像力を
働かせて人間性を磨いている。

室の課題を明確にし、
解決に向けて指導・助
言する。

的確な判断と確実な業務の遂
行により、教職員、保護者、
地域、関係機関からの信頼に
応えている。

□

□

〇教職員との連携
〇教育行政との連
   絡

関係法規や職務に関す
る知識及び技能を生か
し、計画的に正確な事
務処理を行っている。

業務の兼ね合いや優先
順位を考慮し、効率化
のための工夫をしてい
る。

学校運営が法規等に基づき、
計画的かつ適正に行われるよ
う、室内の教職員に対して適
切な助言をしている。

各学校の経営方針に基
づき、行政ニーズを踏
まえた課題を的確に把
握し、室を運営してい
る。

静岡市立小中学校の事
務処理体制の在り方を
統括し、豊富な知識と
経験を生かし、室の経
営ビジョンを示す。

□

決算や予算の
執行を把握
し、適正に処
理している。

予算の執行や施設設備・備品の現状を正確に把握
し、予算委員会で情報提供し、適正な管理を行って
いる。

予算委員会での企画・提案内
容を自校や室内に具体的に示
し、財務マネジメントを生か
した教育事務を遂行してい
る。

＊「室」とは、共同学校事務室をさす。
＊「構成校」とは、共同学校事務室内の構成校をさす。
＊ここでいう「教育事務」とは、静岡市の教育に関する事業において、直接的な指導を除いた仕事をいう。

関係機関と確実に連絡
調整を行い、校内や室
の業務を円滑に推進し
ている。

教職員として
の自覚をも
ち、組織の一
員として、役
割を果たして
いる。（報
告・連絡・相
談）

教育事務について、積極的に情報収集し、課題解
決を図っている。

情報セキュリティポリシーや文書取扱要領等に基づ
いて、校内の情報や文書の取扱を適切に行ってい
る。

構成校における情報資産や文
書が適切に管理されるために
必要な情報の発信や手立てを
講じている。

情報セキュリティポリシーや学校管理についての
危機管理意識を常にもち、情報セキュリティイン
シデント対策に努め、構成校の学校の情報や文書
の管理を適切に行えるよう情報発信し、手だてを
講じている。

□□


